平成２３年度　政務調査費　先進都市調査報告書

	会派名
	新緑会

	議員名
	羽立　秀光　早坂　博

	調査実施年月日
	平成２４年２月１４日～15日

	調査先　自治体名等
	東京都千代田区

	調査項目
	　環境モデル都市について

	調査目的
	　千代田区における環境モデル都市における具体的実施内容の調査のため

	報告内容

実施したこと
	　
１　視察先（市町村）の概要

　　人口：４８，２６０人（Ｈ２３．４．１）　　行政面積：１１．６４ｋ㎡

　２　視察内容

　　東京都千代田区では、「環境モデル都市」として環境対策におけるさまざまな取り組みが行われています。近年、二酸化炭素をはじめとした温室効果ガスによる地球温暖化が問題となっている中、同区において、平成１９年１２月に千代田区地球温暖化対策条例が制定されました。同条例では、将来世代へ良好な環境を引き継ぐことなどを基本理念として、短期・中期に分けて具体的目標年次を設定されています。

　　具体的な施策としては、個人や事業者に対する太陽光発電システムなどの「新エネ・省エネ機器導入助成制度」（平成２２年度実績１１９件・２７６７万円）、電気自動車を平日の日中は区の公用車として使用し、土日などのそれ以外の時間は区民・事業者へ貸し出すなど電気自動車の普及促進を目指した「公有車のカーシェアリング」、区内の企業、大学区民、行政等が集まり環境対策の知恵を出し合う「ＣＥＳ（千代田エコシステム）推進協議会」の設置などが行われています。また、小中学生や区民を対象とした環境に関する各種イベントも開催されています。



	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	本市と千代田区では予算規模が違うため予算措置を伴う事業については同規模での実施は難しいと思われますが、「ＣＥＳ推進協議会」のような住民、企業等と連携し、知恵を出し合って環境対策を一緒に考える取り組みは、住民への環境問題に対する意識の醸成にもつながり、本市でも参考となる取り組みではないかと感じました。




